




























他方言形は音韻表記を用いる（与那国方言の母音間の [ɡ] を /k/、[ŋ] を /g/ とする）が、





形容詞の順に、それぞれアルファベット順に（ə は a，ɴ は n の位置に）並べて扱う。
（a）akeezi ~ （a）ageezi 2「蜻蛉」
　鳩間 agocceema /agocci-ama/（平山ほか 1993：3599），小浜 akeeɴcï（高原 1979：40），
与那国 akidaɴ C（上野 2013：139），多良間 akeezï C（松森 2010：499），首里 aakeezuu 
B･C（国立国語研究所 1963：99），大宜味村田嘉里 akkeezuu C（ローレンス 2005：74），








音の場合、k が h になり、また多くの方言では脱落する。*akedu-a > *akʰeda > *aheda > 
*aeda > *aida > eeda の一連の変化が考えられ、-a の接尾化以外の変化はすべて規則的で
ある。語末の -a は奄美諸方言にあって、奄美祖語まで遡ると思われる ─ 佐仁 eezaɴ（狩
俣 2003：32），西古見 iheeda B･C，２  諸鈍 ʔjeeda B･C（狩俣 1996：26），徳之島尾母 エー
ダ（マ）（徳富 1975：20），与論麦屋東 aakaɴzja C「トンボの一種」（菊・高橋 2005：15）。
この -a は小動物の名称にみられる接尾辞であろう。
bəhu 2「共同作業」
　これと同系の語形は八重山（石垣 bahu A「共同作業」（宮城 2003：811），鳩間 bakoo 
B･C「共同作業」（加治工 1991：100），古見 bagu B･C「共同作業」（加治工 2013：99），小
浜 bakoo（高原 1979：178），与那国 bagu C「大勢が集まって仕事を手伝うこと（法事な
ど限られたものを指す）」（池間 1998：263；中澤光平氏からの私信））と奄美の諸方言（喜
界島阿伝 waku「水田をからすきで鋤くこと」（岩倉 1977［1941］：329），大和浜 waku「力
仕事、特に耕作」（長田・須山 1977：662），西古見 waak B･C「仕事」３，沖永良部島皆川 
waakuu B「作物の間の除草」（上野 2006c：289），与論麦屋東 waku B「作物の手入れをす
ること」（菊・高橋 2005：632））に広く見られるのに対して、宮古方言（伊良部島仲地 
bafu「農耕すること」（富浜 2013：557））と沖縄方言（沖縄大宜味村田嘉里 waku B「除草
作業」４）の報告例はわずかである。
　琉球祖語にB系列音調 *waku が再建されるが、琉球祖語 *waku B「枠」との関係の有
無は未詳である。
　ちなみに、八重山特有の語形 *ssaaku A「仕事」（竹富 ssahu 0，石垣 ssaahu A（宮城 
2003：588），鳩間 ssaaku（加治工 2017：17），黒島 zaaku（原田 2015：52），古見 ssaku ~ 
ssagu A（加治工 2012：46，49））は、意味からしてこの *waku を後部成素として含んで
いると推測できる。
geesə 2「虱の卵」
　八重山では石垣 geesa B･C（宮城 2003：344）， 鳩間 keesa B･C（平山ほか 1992b：
2507），古見 giissaɴ B･C（加治工 1998：287），西表島祖納 geesa（前大 2002：168）の諸
語形が報告されている。一方、白保や与那国は同系語がないようで、与那国では caɴ-nu 
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kaigu５  （caɴ「虱」，kaigu「卵」）、白保では saɴ-nu turaga，６  saɴ-nu kee７  という分析的
な表現が使われる。
　宮古方言として伊良部島仲地 gissa（富浜 2013：217），旧上野村野原 gissa（本村・本
村 2014：177），多良間 gisïsa ~ gissa C８  がある。





員会 2003：103），久米島儀間 zicjasi（波平 2004：158），今帰仁 gisaasi C（仲宗根 1983：
115），金武町金武 gisasi（池原 2004：127），田嘉里 gisasi C４  という語形が使われている。
　奄美方言では旧笠利町佐仁 k’jesi（狩俣 2003：39）， 龍郷町瀬留 k’jasi（狩俣・ 上村 
2003：12）， 有良 k’essi，９  大和浜 k’jasi（長田・ 須山 1977：876）， 諸鈍 gisjasi（高橋 
1990：107），徳之島浅間 gigjaasɨ ~ giigja C（ローレンス・岡村 2009：17），沖永良部島
皆川 gisjasi C（上野 2005b：165），与論島麦屋東 gisjasi C（菊・高橋 2005：162）が報告
されている。
　八重山祖語形は *geesa < *giasa < *giCasa のようにできたであろうが、二音節目の子音
（C）の特定が問題になる。それが g であるなら、八重山諸方言によくみられる語中の g
脱落の例になるが、二音節目に g がある同系の語形は徳之島に限られている（亀津 gigja 
C（平山 1986：445），尾母 gigja（徳富 1975：26））。徳之島祖語形は *giga（sï） であると
考えられるが、八重山との地理的ならびに系統的隔離から、八重山の *geesa は *gigasa の 
g脱落形ではないと考える。もう一つ考えられるのは、*geesa は *gisasa から s脱落によっ
てできた語形であるということである。Thorpe（1983：299-300，327）は *pisa「足」> 
*pïsa > *pïa > pee「足跡」の一連の変化を想定しており、同じ *-isa- > -ee- の変化である。
　沖縄中南部方言の zicjasi は沖縄祖語の *gisasi C から次の一連の音変化を経てできたと
思われる ─  *gisasi  >  *zikasi  >  *zikjasi  >  zicjasi。この中の *gis- > *zik- は子音の 
[±声] 以外の素性の音位転換である。10  続く -ik- > -ikj- > -icj- は規則的な順行同化（参
照：「烏賊」ika（糸満），icja（首里））の結果である。11
　以上から、琉球祖語，北琉球祖語，沖縄祖語ならびに奄美祖語の祖語形は *gisasi C で
あり、南琉球祖語は *gisasa C（< *gisasi + -a（小動物名に見られる接尾辞））で、宮古祖









方言の kisasi β型（琉球語のB･C型に対応）（植村 





　「柄」を意味する石垣四箇 jui A（宮城 2003：1160），鳩間 jui A（加治工 1961：27），
西表島祖納 jui（前大 2002：54）など、また与那国の dui A（上野 2013：111）から、八
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重山祖語に *jui か *joi が再建される。竹富方言では、*jui > *jwii > *wii か、あるいは *jui 
の j の前舌性と後続する u の後舌性が位置を入れ替えて（音韻素性が音位転換して）*wii 
ができ、そして w- が不規則的に g- に硬音化したと考えられる。12
　与論島麦屋東方言では「柄」は hui A（菊・高橋 2005：482）である。麦屋東方言では 
*wo > hu の音変化が起こった（hunagu「女」，hui「桶」，hudujuɴ「踊る」，hujuɴ「いる」，
hutu「夫」など）が、*we に由来する hu（huijuɴ「酔う」，huiga「男」< *wekega）もある。
与論島茶花方言では wui「柄」，wuijuɴ「酔う」，wuiga「男」と発音する（山田 1995：
2019，2034）。このことから、麦屋東では hu < *wo < *we で、与論祖語の語形は *wei「柄」
であったと考えられる。首里 wii A（国立国語研究所 1963：594），沖永良部島全地点 ii A（上
野 1999：134），喜界島小野津 ii A（松森 2011：91），諸鈍 ii A（Serafim 1984：196）は 
*we か *wei を反映する語形であるが、与論祖語の語形を考慮に入れると、北琉球祖語の
語形は *wei A として再建できる。
　宮古方言から伊良部仲地 ii（富浜 2013：53），旧上野村野原 ii（本村・本村 2011：63），
多良間 dii A（松森 2010：497）が報告されている。これらは *je に遡り、多良間方言では 
*j- が不規則的に d- に硬音化したと見られる。Thorpe（1983：293）は琉球祖語形として 














琉球語の *jo- A が対応するのは頷けよう。*jo- の j の前舌性と後続する o の後舌性が位置





















された深い渓」（加治工 1986：５），沖縄本島旧知念村字志喜屋の jatu A15，伊江島の 
ja（t）tu A･C「大きな潮だまり」（生塩 2009：514），名瀬市の jado「海中にある珊瑚礁の割
目」（寺師 1981：４-35）および奄美大島西古見の jatoo ~ jutoo A「海水の出入りする岩穴」２  
が報告されている。このことから琉球祖語にA系列の *jato が再建できるようであるが、
さらに <丘陵に入りこんだ谷> や <低湿地> を意味する本土日本語のヤト・ヤツ・ヤチ
との関係の可能性が浮かぶ。16，17
　神奈川県の町田市原町田，寒川町，鎌倉市今泉，横須賀市芦名で使われる普通名詞の 





　この竹富島方言形は石垣 kumu A（宮城 2003：331）と鳩間 kumu A20  にきれいに対応
する。北琉球方言でも沖永良部島皆川の humu（上野 2006b：152），伊是名の humuu（伊
是名島方言辞典編集委員会 2004：598），久米島真謝の kumu（仲原 1997：62）もみな同
じA系列音調である。奄美大島からは龍郷町瀬留の komo が報告されている。21  喜界島赤




　石垣 nusïturï B･C（宮城 2003：733），鳩間 nusituri B･C（平山ほか 1993：3593），西表
祖納 nusituri ~ nisituri（前大 2002：232，243），波照間 nusïturï（平山 1988：469），小浜 
nusuturï（高原 1979：173），新城 nusïturï（久野眞 1992：42），与那国 nusitt’u B（上野 
2010：22）の諸語形から、中核八重山方言（与那国方言を除いた八重山方言群）では八重
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山祖語のB系列音調の *nusïtu が *nusïturï に変化したと推定できる。 竹富島方言の 
nuhittu は本土日本語の影響かと思われる。22
　宮古には伊良部島仲地 nusudu（富浜 2013：511），池間 nusïdu C（平山 1983：780），
多良間 nusïdu C（下地 2017：234；青井隼人氏からの私信），旧上野村野原 nusïtu（本村・
本村 2011：294），旧城辺町仲原 nusïtu（城辺町史編纂委員会 1990：501）がある。伊良部・
池間諸方言と多良間方言という、宮古祖語から比較的に早い時期に分かれた方言が du終
わりの語形を有していることから、宮古祖語形は *nusïdu で、他の方言ではこの *nusïdu 
が nusïtu に変化したと思われる。
　北琉球から首里 nusudu B･C（国立国語研究所 1963：427），伊江島 nu[s]idu B（生塩 
2009：364），今帰仁 nusiduu B（仲宗根 1983：358），与論島麦屋東 nusudu B（菊・高橋 
2005：402），沖永良部島皆川の nusuduu B（上野 2006a：46），諸鈍 nusdo B･C（狩俣 
1996：24），西古見 nusudo B･C23 などが報告されている。
　琉球祖語は *nusudo B で宮古の一部の方言と八重山祖語では *-d- は *-t- に変化したが、
この無声化は先行する音節 *-sï- と関係があると思われる。
nuiru 2「鋸」
　八重山の石垣 nukkïrï B･C（宮城 2003：737），鳩間 nukiru B･C（加治工 1987：115），
古見 nukiru B･C（加治工 2014：172），小浜 nikkiri（仲原 2002：317），西表祖納 nohiri（久
野 1988：74；前大 2002：247），波照間 nugerï（平山 1988：505），与那国 nukudi B（上
野 2015：172）の諸語形から八重山祖語形は *nukugïrï B として再建されるようである。
与那国方言の語形の前身は語末の ri が脱落した *nukugi であるが、その他の八重山方言
形は g脱落を被った *nukuiri の形を反映する。
　宮古方言から多良間 nukugï C（下地 2017：234；青井隼人氏からの私信），伊良部島仲
地 nukazï ï ~ nukuzï ï（富浜 2013：510，511），旧上野村野原 nukugï（本村・本村 2014：
270）が報告されている。
　北琉球には首里 nukuziri B･C（国立国語研究所 1963：425），金武 nukuzirii B（松森 
2009：116），今帰仁 noozirii B（仲宗根 1983：367），伊江島 nohozii B（生塩 2009：370），
与論島麦屋東 noogii B（菊・高橋 2005：409），沖永良部島正名 noogii B（松森 2000：
67），諸鈍 nohoogir B･C（狩俣 1996：46），西古見 nuhogir B･C23  などがあり、琉球祖語
B系列音調の *nokogiri が再建される。
　本土日本語の中央語では10世紀まではノホギリという発音が使われていたことが知られ
ており、琉球語の *nokogiri がその後の借用語でなければ、日琉祖語形が *nökögiri に近い
形で、本土の中央部で ノコ- がいったん ノホ- に変化したが、周りに残った旧語形が11世
紀から中央語に復帰したと考えられる。いずれにせよ、本土方言において ノコ- > ノホ-、
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あるいは逆の ノホ- > ノコ- の不規則的な変化があったと認めなければならない。
piizə 24  0「山羊」
　八重山ではヤギは次のような語形で表現される ─ 石垣 pibizja A（宮城 2003：885），鳩
間 pibiza A（加治工 1961：36），古見 pibizja A（加治工 1998：293），小浜 pibizja（高原 
1979：188），黒島 pisida C（松森 2016：70），西表祖納 piiza ~ pipiza（前大 2002：296），
波照間 pimiza（平山 1988：646），25  与那国 hibida C（上野 2010：24）。宮古では多良間 
piɴda C（下地 2017：282；青井隼人氏からの私信），与那覇 piɴza C（松森 2013：２），旧
上野村野原 piɴza（本村・本村 2014：327），伊良部島仲地 piɴza（富浜 2013：605）など
という。次の例が示すように、南琉球方言の pi は琉球祖語の *pe に対応する。
  　　琉球祖語 *pi- 　　琉球祖語 *pe-
 仲　地 pï ï「日」，pï ï「干る」，pï ïma「正午」， pira「箆」，pizamiï「隔てる」，
  pïniï「捻る」，pïdama「火玉」 piɴgu「垢」，pinaï「減る」
 石　垣 pï ï「日」，pïsuɴ「干る」，pï ïrï「昼」， pira「鉄評」，piirï「縁」，pidami「隔て」，
  pïniruɴ「捻る」，pïdama「火玉」 piɴgu「鍋墨」，pinaruɴ「減る」
 与那国 cii「日」，ciruɴ「干る」，cuma「昼」， hira「箆」，hiri「縁」，hidami「隔てる」，
  cidiɴka「肘」，cidama「火玉」 hiɴgu「鍋墨」，hiɴnaruɴ「減る」
このことから南琉球祖語形として *pebeza が想定できそうである（Bentley 2008：236）。
音調はC系列のようであるが、八重山の一部の方言でA系列音調になっていることと、黒
島方言の音声形の説明は今後の課題とする。
　一方では、沖縄方言の伊江島 titizja B･C（生塩 2009：294）は *pipiza に遡り、大宜味
村田嘉里 piizaa C（ローレンス 2005：71），今帰仁 p’iizaa C（仲宗根 1983：425），金武 
hiizja C（松森 2009：113），首里 hwiizaa B･C（国立国語研究所 1963：235）なども規則
的に同じ *pipiza C に由来すると見られ、これが沖縄祖語形であると思われる。
　奄美諸島ではヤギ系の語形が優勢になるが、26  南では与論島麦屋東の piizjaa C（菊・高
橋 2005：457），そしてとんで北では諸鈍 hiɴzja B･C（狩俣 1996：45）がある。
　次の例が示すように、北琉球方言の pi/hi は琉球祖語の *pi に対応する。
  　琉球祖語 *pi- 　琉球祖語 *pe-
 諸　鈍 hii「日」，hir「昼」，higii「髭」， hwï ï「屁」，hwïraa「箆」
  hizii「肘」，hizjar「左」
 今帰仁 p’ii「日」，p’juɴ「干る」，p’iruu「昼」， piraa「鉄評」，piri「縁」，pizii「返事」，
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  p’iniruɴ「捻る」，p’iidama「火魂」 piɴgu「鍋墨」，pinaaruɴ「減る」
 伊江島 tii「日」，tjuɴ「干る」，tiru「昼」， pira「箆」，pii「舳先」，pizii「返事」，
  tizi「肘」，tiidama「火玉」 piɴgu「鍋墨」，pinaajuɴ「減る」
北琉球祖語形として *pipiza C が再建できると思われる。27
　上で八重山と宮古の方言形から南琉球祖語形として *pebeza C が想定されそうであると
述べたが、Pellard（2010：173）は琉球祖語の *e と *i はそれぞれ南琉球祖語の時代にはも
うすでに *i と *ï になっていたろうと論じている。これに従えば、南琉球祖語形は *pibiza 
C として再建される。北琉球祖語の *i が琉球祖語の *i に遡るのに対して、南琉球祖語の *i 
は琉球祖語の *e に遡る。この母音の不一致が問題であるが、南琉球祖語の *pibiza C が北
琉球語の *pipiza C からの借用語であるとすれば、この問題はおのずと解消する。南琉球
の語形が北琉球語からの借用語であるとすれば、琉球語の内部から琉球祖語形は再建でき
ないことになるが、琉球語の外に目を向ければ、その語源の手がかりが得られる。
　日本語のヒツジ「羊」という単語は *pituzi で、琉球語においてその母音 *i-u-i が同化に




*p  i  c  i  R（= *picizi） > *p  i  R  c  i（= *pipizi）
│ │
[+声] [+声]
この変化を仮名に書きなおせば、ピチヾ > ピヽヂ のように捉えることができる。出力の 









。性分。」（宮城 2003：455）と鳩間方言 soo A「正気」（加治工 1995：
219）と同じA系列対応の音調である。沖縄方言も同様にA系列音調のようである ─ 伊江
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島 sjoo A･C「性質。性根。思慮。誠実。」（生塩 2009：201），今帰仁 soo A「根性。智恵。
誠実。本当。」（仲宗根 1983：214），首里 sjoo A「性根。意思。智恵。」（国立国語研究所 
1963：489）。しかし、一方では奄美方言ではB系列音調の語形が多くなる ─ 諸鈍 sjo（o）
B･C「性格」（Serafim 1984：195），西古見 sjoo B･C「性。たち。性質。」３，与論島麦屋東 
sjoo B「性質。正気。」（菊・高橋 2005：263），沖永良部島皆川 sjoo A（上野 2005b：197），
徳之島浅間 sjoo A「性分。性格。」29。多良間方言の対応形は sjoo C「性分」30  である。
　日本本土の「性
しょう





　　　　　　　　sjookwaa A「実の子」，sjoomunu A（< 正物）「上等なもの」
　西古見：sjoomuɴ A「立派なもの」23















> は sinu B･C という（加治工 1987：113）が、sinu という単語
に <隅> の意味もある。例えば、bee-nu kuuroo ubujaa-nu saɴnupaa sinu-na atta「我が
家の倉裏31  は母屋の申の方の角にあった」（加治工 1991：68）。平山ほか（1992b：2640）
では鳩間の sinu は「シミ（隅）に同じ」とある。石垣方言では cunu B･C「角
つの
」と別語に 
cïnu B･C「隅」がある（宮城 2003：562）が、同系の語形である。古見方言の cunu も 









，隅」（高橋 1987：91，118；池間 1998：369；上野 2013：120，123）で、32 
池間（1998：224）に turanuha-ɴnuɴ「屋敷の寅の方の隅」の例がある。



































　石垣 tukaazï（宮城 2003：635），古見 tukacï（加治工 2001：13）はA系列相当の音調で、
竹富方言の音調 2 と合わない。竹富方言では toccjãã, toccjẽẽ という指小辞の -ã が付いた
語形のほうが優勢で、指小辞つきの語形は規則的に起伏型音調になる（ローレンス 2013：
10-１）。このために劣勢である tocci までが起伏型音調に変わったと考えられる。なお、
西表島祖納 tukaciki（石垣ほか 2001：52）や小浜 tukacïkï（高原 1979：165）は同系の単
語に「木」を意味する形態素が複合語化している。
　首里 tikaci B･C（国立国語研究所 1963：520），今帰仁 tikaaci C（仲宗根 1983：296），
伊江島 teeci C（生塩 2009：301），与論島麦屋東 kjaaci C（菊・高橋 2005：169），沖永良
部島皆川 tiicigi C（上野 2006a：22），徳之島浅間 tïjaacï C（ローレンス・岡村 2009：
177），西古見 tïhëëc /tïhëcï/ B･C２，旧笠利町佐仁 tëëci（狩俣 2003：74）の諸語形から
北琉球祖語形としてC系列音調の *tekaci が再建される。
　宮古方言の同系語形は北琉球方言と同じ *tekaci に遡る ─ 伊良部島仲地 tikacïgii（富浜 
2013：427）， 池間 cïkjatigii（平山 1983：499）， 旧上野村野原 kikjaacïgii（本村・ 本村 
2014：167）。34  しかし、上記の八重山方言形はすべて *tokaci に遡るようで、（北）琉球祖
語形の語頭の *te- の母音が後舌化したことになる。
　与那国の tikuti C（池間 1998：193；中澤光平氏からの私信）の第一音節は *te- に対応
するが、第二音節は *ku か *ko を反映し、不規則的な母音対応が説明を要する。与那国方
言のこの語形も、他の八重山方言と同様に *to- で始まったとすれば、第二音節の *o/u は音
位転換の結果として説明できよう。すなわち、tikuti < *tekoci < * tokeci < *tokaci が想定
される。波照間ではこの植物は sikoci という（天野 1979：50）。語頭の si- は *te- に遡る（比
較：「太陽」sina < *teda；「手」sii < *te）ことから、波照間の sikoci は与那国方言の前身
にあった *tekoci につながると言える。だが、語末の *-ci は波照間方言において -cï になる
はずである（例えば fucï「口」，micï「道」，nucï「命」，sicïgocï「七月」（狩俣 2008））。こ




　八重山方言では石垣 adaasïɴ A「叱りつける。どやしつける。」（宮城 2003：37），西表島
祖納 adasu「とがめいましめる」（前大 2002：153），与那国 adaraɴ A /adaras-/「懲らしめ
る（大声で叱りつけるだけでなく、行動で示す意味も含む）」（池間 1998：11；中澤光平氏
からの私信）が報告されており、宮古には多良間 udaasï A「怒鳴る。大声で叱る。」（下地 
2017：61；青井隼人氏からの私信），伊良部島仲地 adaasï「大声でどやす。どなりつける。」
（富浜 2013：23）がある。
　北琉球方言では報告例は少なくなり、この語形の北限は与論島のようである ─ 首里 
adaasjuɴ A ~ udaasjuɴ 35  A「声高に叱りつける。 どなりつける。」（国立国語研究所 
1963：102，540），伊是名 adasuɴ A「怒鳴り付ける。おどす。懲らしめる。」（伊是名島方
言辞典編集委員会 2004：19），与論麦屋東 adaasjuɴ A「① 痩せおとろえさせる［例：咳










　南琉球に石垣 marabuɴ A（宮城 2003：1034），鳩間 marabuɴ A（加治工 1961：42），
与那国 marubuɴ A（中澤光平氏からの私信），多良間 marubï A（下地 2017：318；青井
隼人氏からの私信）の同系語があり、北琉球方言からの報告例はほとんどないが、わずか
に沖縄方言の例として伊是名の marunuɴ A（伊是名島方言辞典編集委員会 2004：629）37 
と平
へ ん ざ
安座の marubuɴ A38  が挙げられる。琉球祖語にA系列の *marob- が再建される。
　本土日本語の同系語形として『類聚名義抄』の高高低音調のマロブ（僧中 九三），京都 














の pee はA系列対応の音調であるのに、*pagi はC系列音調である。40  一方、*pisa はA系
列音調の名詞である。その例に喜界島小野津 phja（上野 2002：８），徳之島浅間 sjaa-
（sjaabira「足の裏」（ローレンス・岡村 2009：174）），今帰仁与那嶺 pisaa（仲宗根 1983：
428），金武町金武 hisa（松森 2009：114），首里 hwisja（国立国語研究所 1963：241），多
良間 pïsa（五十嵐 2016d：59）があり、すべてA系列音調である。
　鳩間 peɴsukumuɴ A（加治工（1961：12）では「足がしびれる」とあるが、足でなくて
もこの動詞は使われるという），20  小浜 peericukuɴ「足がしびれる」（高原 1979：203），古
見 pisïkumi A「痺れ」（加治工 2001：41），白保 pesïkumari「しびれる」７，西表島祖納 
pisomu「痺れ」（前大 2002：159）の例が八重山から報告されている。宮古では、平良 
pïsacïfum（平山 1983：624）という、八重山と同じ「足が竦む」系とも言われている言い
回しがあるが、伊良部島長浜 pïsafum と池間 ssahm [ssamm]（ともに平山 1983：624）に
は「竦む」よりはむしろ「組む」か「汲む」が含まれているようである。多良間方言の「し




 喜界島阿伝 pirukumjui, sirukunjui （岩倉市郎 1977［1941］：254）
 龍郷町瀬留 hiri k’umjuɴ「足裏が痺れる」21
 有良 hirikui A41
 旧名瀬市 hirikumjuɴ （寺師 1981：４-47）
 西古見 hirkumjur A （富山 2015：200）42
 大和浜 hirikumuri （長田・須山 1977：213）
 諸鈍 hirju（ku）mjur  （高橋 1990：167）
 徳之島浅間 sïrukumjuɴ A29
 沖永良部島皆川 hirukumiɴ A （上野 2006b：147）
 与論島麦屋東 pjuukumjuɴ A （菊・高橋 2005：477）
 伊是名 hwirukumuɴ A （伊是名島方言辞典編集委員会 2004：572）
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 大宜味村田嘉里 pirukuɴ  （宮城 2000：130）
 今帰仁村与那嶺 p’iruu A kumiɴ A （仲宗根 1983：451）
 伊江島 tiru A kunjuɴ B （生塩 2009：297）
 金武町金武 hirukumiɴ A43 （池原 2004：340）
 平安座島 hirakumuɴ A38
 久米島儀間 hirakumuɴ （波平 2004：293）
 首里 hwirakunuɴ A （国立国語研究所 1963：293）




しい 0，悲しむ −2；　怪しい 0，怪しむ −2 の例のように、派生動詞形成素の -m- が１
類動詞を２類動詞に変えるのと同じ現象が中古語まで遡るなら、語根が琉球語のA系列音
調に対応する１類である可能性が生じる。
　奄美大島方言の一部では hiru- > hiri-、沖縄中南部方言では hwiru- > hwira- の不規則
的な音変化が起きたとみられる。なお、宮古諸方言の pïsa-/ssa- は、<足> ではなく、沖
縄中南部方言で起こった変化と並行的な *piru- > *pira- が起こって、次に *pir- > *pïr- > 
pïs- という規則的な変化が起こったと考えられる。45  このように *piru-kum- は宮古だけで
なく、南琉球祖語において *pïsa-fum- になったであろう。*pïsa- が「足」と解釈されたと
同時に fum- の本来の意味が失われたので、fum- に意味を与えるために発音のやや近い 
cïkum-/cïfum- に変化したと思われる。
su（ɴ）guruɴ 2「竹などの弾力性のある物で殴る」46  suuruɴ 0「しごく」
　八重山から石垣 suɴguruɴ B･C「むち打つ」，suuruɴ B･C「こきとる」（宮城 2003：475，
484），鳩間 suɴguruɴ A「なぐる」（加治工 1961：49），西表島祖納 suɴguru「叩く」（前大 
2002：200），白保 suɴguri「叩く」，su（g）uri「こく」７  の語形が報告されている。元来同
じ語形 *suguruɴ が、片や八重山でよく起こる g脱落を受けて suuruɴ になり、片や意味
を強調するために撥音が挿入されて suɴguruɴ という別語ができたのである。
　宮古から多良間 sïvvï「殴る。しごく。」（下地 2017：163）、北琉球から首里 sugujuɴ 
B･C「しごく。なぐる。」（国立国語研究所 1963：496），今帰仁 suguruɴ B･C「鞭などでな
ぐる。しごく。扱く。」（仲宗根 1983：204），伊江島 [s]igujuɴ C「（竹・鞭・ロープなど撓
う細長い物で）ピシッと叩く。ひっぱたく。ぶん殴る。しごく。」（生塩 2009：216），与論
島麦屋東 sigujuɴ ~ sugujuɴ C「しごく。殴る。叩く。」（菊・高橋 2005：272），沖永良部
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島皆川 sizjuɴ B･C「棒や鞭で叩く。叩いて脱穀する。」（上野 2005b：201），徳之島浅間 





　琉球祖語形として sugur- C が再建される。
uzumiruɴ 2「目覚める」
　石垣方言 uzuɴgi（ru）ɴ（宮城 2003：142），鳩間方言 uzuɴkuɴ B･C（加治工 1961：52），
黒島 uzuɴkiru「夜中などにふと何かの拍子に起きる」47  はいずれも *ozomi-kir- を反映す
ることから、竹富方言の uzumiruɴ は沖縄からの借用語であると思われる。沖縄方言の今
帰 仁 ʔuzumiɴ B･C（仲 宗 根 1983：63）， 伊 江 島 ʔuzunjuɴ C（生 塩 2009：77）， 首 里 
ʔuzunuɴ B･C（国立国語研究所 1963：574）なども <目覚める> という意味である。
　奄美方言の語形として龍郷町浦 ʔuzumjuri，宇検村湯湾 ʔuzumjui（以上 重野 2011：61 
に基づく），大和村大和浜 ʔuzumuri（長田ほか 1980：320），瀬戸内町諸鈍 ʔudumjur（高橋 
1990：87），喜界島 ʔudumjui ~ ʔudunjui（岩倉 1977［1941］：52），徳之島尾母 ʔudumui（徳
富 1975：17）， 沖永良部島正名 ʔudumimu（van der Lubbe 2016：157）， 与論麦屋東 
udumjuɴ C（菊・高橋 2005：110）が報告されている。奄美方言のこれらの語形の多くは 
<目覚める> の尊敬動詞として使われるが、これは奄美方言に限られた用法のようである。




づく>、眠っているときは <目が覚める> 意になる（宮腰ほか 2011：247）とみられる。
同様に、*ozom- の原義は <安静から離れる> であったと考えられまいか。
õõsjəɴ 2「気分が悪い」
　石垣 oomasaaɴ B･C（宮城 2003：187），鳩間 amusaɴ（加治工 1960：14），黒島 aumasaɴ，47 
古見 aumahaɴ B･C（加治工 2014：158），白保 oomahaɴ（狩俣 2008：91fn）はいずれも 
<気分が悪い> の意である。
　奄美方言では同系の語形に旧笠利町佐仁 agooka（< *aguma-ka）「眠い」（狩俣 2005：
16），龍郷町瀬留 agumasa「眠たい」（狩俣・上村 2003：20），旧名瀬市有良 agwaasja「眠
い」９，旧住用村西仲間 agumasja「眠たい。（仕事等を）やりたくない。」（屋村 2013：86，
109）， 西古見 akmasja B･C23「眠い。 つらい。 面倒くさい」（富山 2015： ４）， 諸鈍 
akmasja「つかれて眠くなる。 眠い。 いやになる。」（高橋 1990：68）， 徳之島浅間 
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agumaahai B･C「やりたくない。眠い。」，29  沖永良部島皆川 agumasjaɴ「ひだるい」B･C（上
野 2005a：10），与論島麦屋東 agumasjaɴ B･C「大変である。苦しい。」（菊・高橋 2005：
22）がある。
　沖縄方言の全方言では、この語形の *-gu- が不規則的に -ɴ- になっている ─ 首里 
aɴmasjaɴ（国立国語研究所 1963：117），今帰仁 aɴmaseɴ B･C（仲宗根 1983：31），伊江
島 aɴmaasja C（生塩 2009：39）， 田嘉里 aɴmahaɴ B･C（宮城 2000：14； ローレンス 
2005：81）。宮古では伊良部島仲地 aɴmaasïkam（富浜 2013：51）と多良間 aɴmasjaar 48、
それに与那国方言の aɴmasaɴ（高橋 1987：27）と喜界島阿伝 aɴmasai（岩倉市郎 1977














icizi 2「一時」；　nizi 2「二時」；　səɴzi 2「三時」；　juzi 0「四時」；　guzi 0「五時」；　
rukuzi 2「六時」；　sicizi 2「七時」；　həcizi 2「八時」；　kuzi 0「九時」；　zjuuzi 2
「十時」；　nəɴzi 2「何時」
以上の範列から、ju-「四」，gu-「五」，ku-「九」が平板型であることがわかる。また、
juɴhuɴ 0「四分」と kjuuhuɴ 0「九分」の語形から juɴ-「四」と kjuu-「九」も平板型で
あることもわかる。sii「四」は起伏型である。しかし、次の月名をみると、この分類に反
する語形が存在することが分かる。
soɴgəcci 2「一月」；　niɴgəci 2「二月」；　səɴgəci 2「三月」；　siɴgəci 2「四月」；　
guɴgəci 2「五 月」；　rukuɴgəci 2「六 月」；　siciɴgəci 2「七 月」；　həciɴgəci 2「八
月」；　kuɴgəci 2「九月」；　zjuɴgəci 2「十月」；　naakki 2「十一月」；　kənəkki 49  0
「十二月」；　nəɴgəci 2「何月」
平板型のはずの gu-「五」と ku-「九」で始まる月名が起伏型になっているのは、語中の 
-ɴ- という形態素のためである（ローレンス 1997：13-14）。このことをさらに明確に示す
のは、-ɴ- が介入しない「九十」のみに平板型音調が現れる次の数詞の音調である。
niɴzjuu 2「二十」；　səɴzjuu 2「三十」；　siɴzjuu 2「四十」；　guɴzjuu 2「五十」；　
rukuɴzjuu 2「六 十」；　nənəɴzjuu 2「七 十」；　həciɴzjuu 2「八 十」；　kjuuzjuu 0
「九十」；　hjaaku 2「百」；　siɴpjaaku 2「たくさん（< 千百）」
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普通名詞（アルファベット順）
əẽəẽdəi 50 2「軒の端」；　əẽəẽgui ~ əməgui 2「夕立」；　aahu 2「担い棒」；　aarəsimuci 0「蒸
し餅菓子の一種」；　aasə 2「ヒトエグサ（海藻）」；　əbəri 2「難儀苦労」；　əbərihitu 2「苦
労をする人」；　əbərisjaa 2「苦労ばかりしている人」；　əbəsubu 2「油壷」；　əccə 2「父
親」；　ədəɴ 2「アダンの木」；　əgi 0「陸地」；　ai 0「東」；　əissi 2「槌」；　əjəturi 2「綾
取り」；　əjoo 2「歌謡の一種」；　əkəbənaa 0「仏桑華」；　əkəkəməbu 0「赤かまぼこ」；　
əkkəi 2「木製の汁用杓子」；　əkkəru 2「襖」；　əkoɴ 0「薩摩芋」；　əkoɴdərə 0「梯梧
の花」；　əɴgəẽəẽ 2「旧盆に行われる芸能の一つ」；　əɴmə 2「母親」；　əppə 2「祖母」；　
ərəməi 0「新米」；　ərəssahu 0「初仕事」；　ərəssahu 0「きつい仕事」；　əsəkəɴne 2「朝
の雷」；　əsərigo 2「潮干狩りや漁」；　əsəũnu 2「朝ご飯」；　ətə’əmi 0「にわか雨」；　
ətəbui 0「にわか雨」；　ətəi 2「屋敷内の畑」；　ətu 2「後，跡」；　ətutuzi 2「後妻」；　
əu 2「連れ，伴」；　əzə 2「植物の棘」；　əzəi 2「大きな二枚貝の貝殻」；　əzəiguru 2「小
さ な 二 枚 貝 の 貝 殻 の 総 称」；　əzəriəkoɴ 0「表 面 が 凸 凹 の 薩 摩 芋」；　əzi 0「味」；　
bəhucjoo 2「共同作業やお祝いのために贈られた物品を記録する帳」；　bəkitturuɴ 2「長
方形の膳」；　bəɴ 2「番」；　bəɴhəziri 0「願解き」；　bəppəi 2「間違い」；　bəsinutui 0
「鷲」；　bəsju 2「場所，時」；　bəsjubəsju 2「時々」；　bətə 2「腹」；　bətəkusi 0「へ
そくり」；　bətəkusjãã 2「ちょっとしたへそくり」；　bee 0「父親」；　biicjaa 2「酔っ払
い」；　biijõõ 2「ヒヨドリ」；　biimussju 2「藺草でできた筵」；　biirukjoodəi 0「男兄弟（姉
妹から見て）」；　boo 2「棒」；　boodə 2「イロブダイ」；　bukki 2「桶」；　bukkuɴ 2「打
ち身」；　buɴ 0「神に供える特別な供物」；　buɴgəsjə 0「クワズ芋」；　butu 0「夫」；　
buu 0「紐」；　buubə 2「おば」；　buzjəsə 2「おじ」；　cici 2「節祭り」；　cicikəzirə 2「ヒ
メノアズキ（蔓性植物）」；　cicimacuri 2「節祭り」；　ciɴ 2「黒鯛」；　cizi 0「頂」；　
cizi 0「より悪いこと」；　cjoociɴdooro 2「セイロンベンケイの花」；　dəberə 2「糸瓜」；　
dəburu 2「脹脛」；　dəikku 2「大工」；　dəissjəi ~ dəikusjəi 2「胡坐」；　dakki 2「芋な
どを潰して餅にしたもの」；　dee 0「代価」；　deehwə 2「擂り鉢」；　doɴgumuɴ ~ 
doɴgumunu 2「仏前に供える供物」；　durubuttaa 2「泥まみれになること」；　duu 2「体；
自分」；　gaa 2「根気，意地」；　gaarə（’izju）2「ロウニンアジ（魚）」；　gaarətui（naa）2
「雀」；　gaasisinə 2「撚り合わせた縄」；　gəbə 2「垢」；　gəbərə 2「大きい木槌」；　
gəɴkətəmihitu ~ gəɴkətəẽi（ru）hitu 2「龕を担ぐ人」；　gaɴkoɴ 2「オオイタビ（植）」；　
gəɴpəku 0「棺桶」；　gəɴzjuumunu 2「健康な人」；　gərəsiməgəi 2「下脚の筋が強張り、
動けないこと」；　gəsi 0「飢饉」；　gəsi 2「鎌」；　gəsikətə ~ gəsikətəẽəẽ 2「蟷螂」；　
gessə 2「片足跳び」；　gidəsə 2「陸蟹」；　goo 0「五」；　guməkui 2「小さな声」；　
gurõõ 2「牛 が 牽 く 車；　 車 輪」；　guru 0「殻」；　gurukuɴ 2「タ カ サ ゴ（魚）」；　
guzjẽẽkəməbu 2「お祝い用のかまぼこ」；　gwəɴ 0「願」；　gwəɴhudui 0「願解き」；　
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gwəɴnici 51  2「元日」；　gwəɴsu 2「位牌に宿る先祖」；　haaməmi 0「小豆」；　haatidə 0
「かんかん照りの太陽」；　həcigumi 2「おこし」；　həcimaa 0「初孫」；　həcimunu ~ 
həcimuɴ 0「初物」；　hədərãã 2「ヤクシマイワシ」；　hədərə’izju 2「ヤクシマイワシ」；　
həmui 2「蛤」；　hənəkki 2「風邪」；　həɴdəi 2「テーブル」；　həɴsoo 2「アキノワスレ
グサ」；　hassəbi 0「メギス（魚）」；　həte 2「畑」；　həzici 2「刺青」；　hii 0「碑」；　
hitu 2「土産」；　hubi 0「首」；　hudəccube ~ hudəccuberãã 2「ヤモリ」；　hudusi 2
「筬」；　hugərə 2「クロツグの幹などを覆う繊維」；　hugərəzinə 52 2「クロツグの幹など




huɴbu（t）tu 2「フクギ（植）」；　huɴki 2「フクギ（植）」；　huruməi 53 0「大晦日の夕食」；　
hutəi 0「額」；　hututtu ~ hituttu 2「針千本」；　huu 2「幸運」；　huuhui 2「大きな陰嚢」；　
huussu 2「真っ赤な嘘」；　huuzjə 2「独身男性」；　huzo 2「煙草入れ」；　ibi 2「霊石が
あるところ」；　ibi 2「鼾」；　iijəci 2「こねて作る餅の一種」；　iijəcidaa 2「こねて作る
餅の一種を載せる台」；　iipeɴ 2「しゃもじ」；　ikədə 2「筏」；　ikidãã ~ ikidəẽəẽ 2「生き
魂」；　ikiui 2「勢い」；　inərjə 2「小さい鎌」；　inookəzi 0「竜巻」；　ipe 0「位牌」；　
irijuu 0「必要」；　iru 2「鱗」；　iru 0「西」；　itəbi 2「イヌビワ」；　itəɴdə 2「ただ，
無駄」；　itəɴdəhətərəi 2「ただ働き，徒労」；　itəɴdəssahu 2「ただ働き，徒労」；　isiusu 0
「石臼」；　isigəɴpərəhəte 0「石ころが多い畑」；　isjerãã 2「石ころの多い土地」；　isju 0
「潮 干 狩 り や 漁」；　isjũũsi 2「動 物」；　jaana 2「童 名」；　jəbu（’isjə）0「藪 医 者」；　
jəcjo ~ jəcju 2「 お 灸 」；　jəgusəmi 2「 未 亡 人 」；　jəhwərəə 0「 病 弱 な 人 」；　
jəhwərəhwaa 0「病弱な子」；　jəkkoɴ 2「薬缶」；　jəku 2「厄」；　jəkubərəi 2「厄払い」；　
jəmətukoo 2「線香」；　jəmui 0「災難」；　jənəokki 0「悪い天気」；　jənəzirə 0「嫌な顔」；　






飯」；　jui 2「労働交換」；　junaarə 2「底が板の籠」；　juneɴ 2「夕方」；　juneɴgətə 2「夕
方ごろ」；　junoɴbu 0「ヒトエグサに似た種の海藻（不食）」；　junoɴhitu 0「与那国の人」；　
juɴtə 2「労働歌」；　juɴtəzirəbə 2「労働歌」；　junuhitussi 2「同年齢」；　junuku 2「はっ
たいこ」；　junurjə 2「一周年」；　junuũnu 2「同じ物」；　jurəsi 0「篩」；　juugərəsi 2「五
位 鷺」；　juugərəsjãã 2「五 位 鷺」；　juuhuru 2「お 風 呂」；　kaanə 2「テ ン グ サ」；　
kəbirə 2「蝶々」；　kəci 2「縦糸」；　kəcjorə 24  0「痰」；　kəhikki 2「赤飯」；　kəhu 2「幸
運」；　kai 2「ゴマアイゴ（魚）」；　kəi 0「楔」；　kakkubi 54  2「革帯」；　kəməbu 0「か
まぼこ」；　kənihuzi（i）2「砂土の多い土地」；　kənitidə 0「かんかん照りの太陽」；　
kənoosi 0「金属製の掘串」；　kəɴtuinaa 2「石敢当」；　kərəsuni 0「裸のままの脛」；　
kərui 2「縁起の良いこと」；　kəsi 2「加勢」；　kəsi ~ kəci 2「粕」；　kətosi 0「梳き櫛」；　
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kəttərə 2「家蜘蛛」；　kəttjuũnu 0「おかず」；　kəzəẽəẽ 0「鍛冶屋」；　kəzəgu 0「鍛冶屋
（狂言で使う言葉）」；　keerə 2「皆」；　kicugwəɴ 0「結願祭」；　kiimusi 0「毛虫」；　
kiipəi 2「田んぼを耕すために使われる木製の鍬」；　kiɴzjəkkuni 0「人参」；　kisə 2「先
刻」；　kissu 2「薪拾い」；　kizə 2「（動物の）脚」；　kizu 0「傷」；　kjaɴgi 0「イヌマ
キ（植）」；　kjũũsi 0「煙」；　kkə55  2「（短い）柄」；　koi 2「肥料」；　kokki 2「ご馳走」；　
koo 2「甲イカの骨」；　koo 2「香」；　koonẽẽ 2「男の子」；　kubə 0「ビロウ（植）」；　
kubəɴ 0「神に供える供物」；　kubasə 0「ビロウの葉で作った笠」；　kubəsaa 0「貝の一
種」；　kubiɴ 2「びん」；　kujumi 2「暦」；　kuməmi 0「緑豆」；　kumui 2「海中の深み」；　





甕の置き場」；　kuuru 0「ソメモノ芋の根」；　kuzi 2「去年」；　kuzi 2「乾燥澱粉」；　
kwaasi 2「お菓子」；　kwaasja ~ kwaasjə 2「拳骨」；　maamunu 0「本物」；　məənəzi 0
「同じ程度」；　mədumədu 2「所々」；　məiərəiziru 0「米のとぎ汁」；　məihunaa 0「利
巧で働き者」；　məiziru 0「米のとぎ汁」；　məju 2「眉」；　məkoɴ 0「ヤシガニ」；　
məɴdərə 2「十字型の糸繰り車」；　məɴdərəhəbu 2「トカゲの一種」；　məɴdərəmici 2「十
字路」；　mənoɴtə 0「俎」；　mərəsi 0「束」；　matə 2「十字型の石臼台」；　meemitti 2
「再来年」；　meesjẽẽ 2「昼食」；　micci 2「稲光」；　miidusi 0「新年」；　miijəzi 2「蚯









mirukudusi 0「豊年」；　mizikətəmihitu 2「水を汲み運ぶ者」；　mizikuzjãã 0「ぼうふら」；　
miziɴgəi 0「口の大きい水瓶」；　miziɴgoi 0「水肥」；　mucjanee 2「米と粟の団子」；　
mumi 0「籾」；　mumigərə 0「籾殻」；　mumu ~ muɴ 0「桃」；　mumukkeerə 0「百回，
多数回」；　muni 2「言葉」；　muruɴ 2「醪
もろみ
」；　mussju 2「筵」；　nəẽəẽ ~ nəmə 2「今」；　
naaĩcjə 0「翌 日」；　nəẽəẽkki 2「お 焦 げ」；　naakkijoi 2「十 一 月 の 祝 い」；　nəẽəẽ（ɴ）
dəniɴbi 0「不十分な睡眠」；　nəẽəẽ（ɴ）də’ɴmi 0「半熟」；　naarə 0「貴方」；　nəẽəẽssube 0「ヤ
マ ヒ ハ ツ（植）」；　naazə 2「土 間」；　nəbə 2「茸」；　nəbi（hi）kki 2「鍋 敷 き」；　
nəbissərikəzə 2「鍋が焦げついた時の臭い」；　nəciəẽəẽgui ~ nəciəməgui 0「夏の夕立」；　
nəcjorə 2「海 人 草」；　nədə 2「涙」；　nədəsi 2「ハ イ キ ビ（植）」；　nəkə 2「仲」；　
nəmə’izju 2「鮮魚」；　ɴgi 0「刺さる木の破片や魚の骨」；　nici 2「熱」；　niinui 0「居
眠り」；　niɴ 2「念」；　nissu 0「入札」；　ɴɴnui 2「芋の団子」；　ɴɴnumusi 2「芋虫」；　
nudu 2「喉」；　nuubirə 2「野蒜」；　okkəɴ 2「独身女性」；　oo 2「豚」；　oobəgutu 0「余
計 な 事」；　oobəmuni 0「余 計 な 言 葉」；　oobəziɴ 0「無 駄 金」；　oonəi 0「嫉 妬」；　
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oonəzi 2「サキシマアオヘビ」；　oonəzi 2「虹」；　ootəi 0「田虫」；　ootəi 2「青竹」；　
ottə 2「蛙」；　paa 2「歯」；　paamunu 2「刃物」；　pəhuki 0「溢血器具」；　pəɴ 0「印，
印鑑」；　pəɴtə 0「先端」；　pərə 2「柱」；　pee 0「足跡」；　pee 2「綜絖」；　peɴ 2「しゃ
もじ」；　peɴki 0「正坐」；　peɴteɴmaaru 0「爪先立ち」；　pidə 2「波打ち際」；　pidiru 0
「日 照 り，旱 魃」；　pidiru ~ piziru 2「傷 跡」；　piijaasi 2「ヒ ハ ツ モ ド キ（植）」；　
piisəɴgujəẽəẽ 2「 鳥 肌 」；　pikkərə 2「 蛍 」；　pikkẽẽ 2「 杼 」；　piru 2「 へ り 」；　
pisjəkəməbu 0「平かまぼこ」；　pissjə 2「記帳する人，書記」；　poocjaa ~ poccjaa 2「包
丁；　調理人」；　poosi 2「箒」；　pucu 2「蓬」；　pusi ~ husi 2「櫛」；　pusu 2「裾」；　
saarə 2「三角藺」；　saarə（’izju）2「鰆」；　saarəmussju 2「三角藺の茣蓙」；　saarəɴ 0
「悪
つ わ り
阻」；　səgi 0「鷺」；　səgu 0「民謡などに加える自己流の強弱や装飾音」；　səihu 2「家
具職人などのように細かい細工をする人」；　səkkui 2「つむいだ糸を入れておく箱」；　
səɴ 2「桟」；　səɴmiɴ 2「計 算」；　səɴsəɴ 0「蝉 の 総 称」；　səɴsiɴ 0「三 味 線」；　
səpuməi 2「うるち米」；　sətə 2「噂；便り」；　səzi 2「手拭，鉢巻」；　sibidə 0「殻ばか
りで実のない籾」；　sici 2「季節」；　sicjuu 2「イスズミ（魚）」；　sidiguru 2「抜け殻」；　
sidikuɴgə 2「孵化に近い卵」；　sidirəɴ 2「ダニの一種」；　siiba（a）ri 2「乳離れ」；　siisi 2
「煤」；　siizə 2「年上」；　siki ~ hikki 2「月」；　sikitəci ~ hikkitəci 2「朔」；　siməkoo 2
「板香」；　siməmuni 2「方言」；　simənaa 2「からし菜」；　simənəgi 0「島ほどたくさ
ん」；　simideɴku［古］~ simideɴko［新］2「ツルソバ」；　siɴ 2「キビ」；　siɴ 2「祝い
に出席する客」；　siɴ 2「栓（zjoo より小さい）」；　sinəkkubi 2「藁縄の帯」；　siniɴ 2
「瘤」；　sino 2「目の細かい篩」；　sinu 2「昨日」；　siruzuusi 2「雑炊」；　situ 2「お土
産」；　situũti 2「朝（６時から８時ごろまで）」；　sjaa 2「茶」；　sjaauki 2「茶請け」；　
sjaaziɴgiru 2「茶筒」；　sjaku 2「凧の張り糸」；　sjatto 2「仏前にお茶を供えること」；　
sjeeroo  0「蒸篭」；　sjokki ~ sjokkẽẽ 2「口笛」；　sjoɴgə 2「生姜」；　sjoomunu 0「本
物」；　sjubəi 2「尿」；　sjukkə 2「急須，土瓶」；　sjunəi 2「和え物」；　sjunəi 2「しま
だこ」；　sjuu 2「梅雨」；　sjũũ 2「心」；　sjuuikii 2「モンパノキ（植）」；　sjuuru 0「棕
櫚」；　sjuuruzinə 0「棕櫚で綯った綱」；　ssahu24  0「仕事」；　ssipəɴ 2「後ろ足」；　
ssiru 2「煙管」；　ssje 2「白髪」；　ssjuəi 2「白蟻」；　ssjukəməbu 2「白かまぼこ」；　
subəttərəẽəẽ 2「燕」；　subihuni 2「尾骶骨」；　subikkjə 2「おむつ」；　subu 0「急所」；　
subu 0「壷」；　sumiərəɴ 0「爪下血腫」；　sumui 0「つもり」；　suɴcuɴ 0「膀胱」；　
suɴgõõ 2「細工用・鉛筆削りの小刀」；　suni 2「脛」；　sunuru 0「もずく」；　surasi 2「サ
ルカケミカン」；　suru 2「キビナゴ」；　surudəi 2「釣竿」；　surukaasuhitu 2「キビナ
ゴ売り」；　suruɴgucci 2「擂り粉木」；　suu 2「巣」；　suzuruttə 2「結納の供え物」；　
tãã 2「一人」；　tããmunu 2「独り者」；　təẽəẽsi 2「魂」；　taaziɴ 2「高い脚のついた膳」；　
təbiki 2「オオバギ（植）」；　təi 2「背丈」；　təi’ɴmə 0「竹馬」；　təja 2「忍耐力」；　
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təku 2「蛸」；　təməɴ 0「フエフキダイ」；　təməsi 0「分け前」；　təmunu 2「焚き木」；　




təɴka 0「向かい合っている状態」；　təɴka 0「満一歳」；　təɴkajoi 0「満一歳の祝い」；　
təperãã 2「トベラ（植）」；　təpunə 0「長命草」；　tərəhu 2「蓋付きの皿」；　təru 2「樽」；　
tərutəru 0「誰（複 数）」；　teenee 2「加 勢」；　tinoorjə 2「ア キ ノ ノ ゲ シ（植）」；　











雨」；　ucisii 2「打ち身」；　ucugumi 2「協力し合うこと」；　ujəkkijaa 2「裕福な家」；　
uɴtu56  2「生活の知恵，常識」；　urəɴdəssə 2「セイロンベンケイ（植）」；　uru’isi 0「珊




」；　usinabii 54  2「藺
草の一種」；　usjoɴ 2「後頭部」；　uzu 2「ウツボ（魚）」；　zaarəki 2「ヤンバルアカメ
ガシワ（植）」；　zaatuku 2「床の間」；　zii 0「（藁の）芯」；　ziɴ 0「膳」；　ziɴciɴnaa 2
「セッカ」；　ziɴgərəsjəẽəẽ 57  2「サザエの蓋，おはじきの玉」；　ziɴgiru 2「金属製の筒」；　
zirəbə 2「労働歌」；　ziri 2「どれ」；　ziru 2「小さな珊瑚礁」；　zjəko 2「アイゴの稚魚」；　
zjoo 2「栓」；　zuuki 2「梯梧」；　zuusi 2「炊き込みご飯」；
地名（アルファベット順）
əkəjãã 0「赤山丘」；　həsəẽəẽ 2「玻座間」；　hətirõõ 0「波照間」；　hətõõ 2「鳩間」；　
hunəuki 2「船浮」；　inəsi 0「石垣」；　iruũti 0「西表」；　isjããkuci 2「竹富の北岬の東
方の土地」；　jãã 0「八重山」；　jubu 2「由布島」；　junoɴ 0「与那国」；　kəbirə 2「川
平」；　kəjəmə 2「嘉弥真島」；　koɴdoi 0「コンドイ浜」；　kumãã 0「小浜」；　kuɴ 2「古
見」；　meeku 2「宮 古」；　meerə 2「宮 良」；　naazi 2「仲 筋」；　nəhə 2「那 覇」；　
nubəru 51  2「野原（竹富島北部）」；　pənəri 2「新城」；　pucjəẽəẽ 2「黒島」；　ssjəbu 2「白
保」；　təiwəɴ 2「台湾」；　tərəmə 2「多良間」；　teeduɴ 2「竹富」；　tunukku 2「登野
城」；　usinaa 2「沖縄」；
動詞（アルファベット順）
aar（ir）uɴ 2「慌てる，はしゃぐ」；　əbəttiruɴ 0「慌てる，急ぐ」；　əbiruɴ 0「溢れる」；　
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əbiruɴ 0「浴びる」；　əcõõruɴ 2「集まる」；　əiruɴ 2「和える」；　əzikaaruɴ 2「もつれ
る」；　baaruɴ 2「解 る」；　bəcjaruɴ 2「騒 ぎ 立 て る」；　bəɴkəsuɴ 2「投 げ る」；　
bəppəiruɴ 2「間違える」；　bərəsuɴ 2「（動物を）解体する」；　bəssəsuɴ 0「（動物を）
解体する」；　bəziro（o）ɴ 0「（動物を） 解体する； 説教する」；　biiruɴ 2「酔う」；　
bizəruɴ 0「歩けなくなって坐り込む」；　dəkkuɴ 2「歌う」；　dərukkiruɴ 2「尻を地面に
付けて坐る」；　dəttiruɴ 2「団子やおにぎりにするために芋などを潰す」；　dugeruɴ 2「わ
めく」；　ettiruɴ 0「熟して落ちる」；　gaasuɴ 2「縄を撚り合わす」；　gənaariruɴ 2「く
たびれる」；　həjəruɴ 2「（風邪が）流行る」；　hənərəsuɴ 2「離す」；　həroɴ 2「払う」；　
hikkəsiruɴ 0「招 待 す る」；　hikooruɴ 0「準 備 す る」；　hissjuɴ 2「（潮 が） 引 く」；　
hitədəriruɴ 2「ずぶ濡れになる」；　hoiccjaasuɴ 0「食い散らす」；　hoiruɴ 0「浮かぶ」；　
hucuccəsuɴ 2「沸かす」；　hukiaaruɴ 2「吹き零れる」；　hukiruɴ 0「通り抜ける」；　huɴ 0
「閉める」；　huɴmeruɴ 2「（蝿が）たくさん集まる」；　hurooɴ 0「開く」；　hututtiruɴ 2
「朽ちる」；　hututtiruɴ 2「ぶつぶつ煮える」；　imiruɴ 2「ねだる」；　jənəɴgo（o）ruɴ 2「濁
る」；　jətuɴ 2「移植する；雇う」；　judiruɴ 2「茹でる」；　juttaaruɴ 58  0「横たわる」；　
juuɴ 2「休む」；　juuziruɴ 0「寄る」；　kaasuɴ 2「焙る」；　kaaziruɴ 2「引っ掻く，齧る」；　
kəiccjaasuɴ 2「 書 き 散 ら す 」；　kəjuɴ 0「 通 う 」；　kakkər（ir）uɴ 2「 飢 え る 」；　
kəməiruɴ 2「身構える」；　kəruiruɴ 2「願い事を叶えてくれる」；　kəsəniruɴ 0「重ねる」；　
kətəẽəẽsuɴ ~ kətəməsuɴ 2「無理に傾ける」；　kətəĩruɴ 2「担げる」；　kətəɴgaasuɴ 0「捻
挫 す る」；　kəzĩ ĩsuɴgiruɴ 2「ど こ に 隠 し た か を 忘 れ る」；　kiziruɴ 0「削 る」；　
koodəiruɴ 2「抱 っ こ す る」；　koodoɴ 2「抱 っ こ す る」；　kubəĩruɴ 2「節 約 す る」；　
kujəmiruɴ 2「礼 拝 す る」；　kunumuɴ 2「計 画 す る」；　kurəsuɴ 0「殴 る， 殺 す」；　
kurubuɴ 0「転 ぶ」；　kusəiruɴ 0「（丁 寧 に） 拵 え る」；　kuuriruɴ 2「崩 れ る」；　
kuuriruɴ 2「零れる」；　kuusuɴ 2「零す」；　kuusuɴ 0「根こそぎ引き抜く」；　kuziruɴ 2
「擽
くすぐ
る」；　maasuɴ 0「回す」；　mərəkkiruɴ 0「束ねる」；　məsjəiruɴ 2「邪魔をする」；　




muɴgeeruɴ 0「蒸し暑い」；　nəẽəẽr（ir）uɴ 2「切れ味が落ちる」；　naasuɴ 0「泣かす」；　
naasuɴ 58  2「流す」；　ɴcasuɴ 2「満たす」；　ɴciruɴ 2「（潮が）満ちる」；　neiruɴ 0「差
し出す，召し上がる」；　nettiruɴ 2「抜ける」；　niiruɴ 2「捏ねる，練る」；　ɴɴmuɴ 2「紡
ぐ」；　nooruɴ 2「治る」；　nooruɴ 2「稔る」；　nubiruɴ 2「伸びる」；　nubiruɴ 2「湯




む」；　piguɴ 2「薄く削る」；　piɴgiruɴ 2「逃げる」；　piɴguiruɴ 2「体が冷え込む」；　
pisjəɴgəsuɴ 0「平手打ちする」；　pjõõruɴ 2「隠れる」；　pucuɴ 2「干す」；　saasuɴ 2「二
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つに裂く」；　səduruɴ 0「（指を動かして）触る」；　səduruɴ 0「日が暮れて暗くなる」；　
səmiruɴ 2「（色が）褪せる」；　səɴguɴ 0「引きずる，引っ張る」；　səroɴ ~ sərəiruɴ 0「浚
える」；　sibiruɴ 0「しゃぶる」；　sidiruɴ 2「孵化する；脱皮する」；　siidəsuɴ 0「めか
しこむ」；　sĩ ĩruɴ 2「（顔を）洗う」59；　sinoɴ 0「つなぎ合わせる」；　sinuɴ 0「注
つ
ぐ，そ
そぐ」；　sizjəẽəẽr（ir）uɴ 2「縮む，縮こまる」；　sooɴ 0「咲く」；　sooruɴ 0「ヘラで草取
りなどをする」；　ssoɴ 0「（穴を） 塞ぐ」；　ssuɴ 0「すする」；　ssuruɴ 0「拭く」；　
subuɴ 0「（風が）かなり強く吹く」；　sugasuɴ 0「（風に）あてる」；　sukuccaasuɴ 0「解
体して使えなくする」；　təbuiruɴ 0「蓄える」；　tədiruɴ 0「温湿布する」；　təmiruɴ 2
「真っ直ぐにする」；　təɴgiruɴ 0「沸騰する」；　təriruɴ 2「溶かす,（酒・醤油を）作る」；　
tətəmuɴ 2「畳む」；　tikkumuɴ 2「握りしめる」；　tõõrəriruɴ 2「頂く」；　tooriruɴ 0「倒
れる」；　tõõruɴ 2「下さる」；　tudõõruɴ 2「ひどい目に遭う」；　tuməruɴ 0「泊まる」；　
turiruɴ 0「風 が 凪 ぐ」；　turukkiruɴ 2「言 い 付 け る」；　uccjaasuɴ 2「ぶ つ か る」；　
udəiruɴ 2「疲 れ き っ て の び る」；　ukuruɴ 0「起 こ る」；　usubəsuɴ 0「伏 せ る」；　
utiruɴ［古］~ ukiruɴ［新］0「竈から鍋を下ろす」；　uumuɴ 2「泳ぐ」；　uziruɴ 2「感
心する」；　zəẽəẽduruɴ 2「慌てふためく」；　zaariruɴ 0「朽ちて虚になる」；
形容詞（アルファベット順）
əbəttərisəɴ 0「脂が多い」；　əbunesəɴ 0「危ない」；　əhwəsəɴ 2「塩気が足りない」；　
əijəssəɴ 2「そ そ っ か し い， 危 な っ か し い」；　əpəresəɴ 2「か わ い い（人 だ け）」；　
əzəisəɴ 2「清潔である」；　baisəɴ 2「おかしい，恥ずかしい」；　bitturisəɴ 0「油っこい」；　
bjuusəɴ 2「痒い（koosəɴ ほど痒くない）」；　daasjəɴ 0「立派である（生き物だけ）」；　
gəẽəẽrəsjəɴ 0「悲 し い」；　gaazjuusəɴ 2「我 が 強 い」；　gəɴzjusəɴ 2「健 康 で あ る」；　
giizjuusəɴ 0「気 が 強 い」；　guməsəɴ 0「小 さ い」；　gurusəɴ 2「不 安 定 で あ る」；　
haasəɴ 0「明るい」；　həccjəsəɴ 0「すばしっこい」；　hədərəsəɴ 2「機敏である，いた
ずらっぽい，女好き」；　ha（a）goosəɴ 2「ずるい，いやらしい」；　həisəɴ 2「はやい」；　
həẽĩsəɴ 0「明 る い」；　həɴtəsəɴ 2「忙 し い」；　heegosəɴ 0「大 層 大 き い・多 い」；　
heerəsəɴ 2「様子がおかしい」；　higosəɴ 2「すごい（物だけ）」；　hikəsəɴ ~ hikərəəsəɴ 2
「寂しい」；　hiruməsəɴ 2「珍しい，不思議である」；　hirusəɴ 2「広い」；　hjoorəsəɴ 2「滑
稽である」；　hoizjuusəɴ 0「食い気がある」；　hoorəsjəɴ 0「ありがたい，めでたい」；　
hoosjəɴ 2「恐れ多い」；　hukoorəsəɴ 0「ありがたい，めでたい」；　hukurəsjəɴ 0「あり
がたい，めでたい（歌謡語）」；　husjəɴ 2「欲しい」；　isjaasəɴ 2「少ない」；　isugəssəɴ 2 
「忙しい」；　jə（ə）rəsəɴ 0「柔らかい」；　jaasjəɴ 2「ひもじい」；　jəhwərəsəɴ 0「病弱
である」；　jənesəɴ 2「汚い」；　jəsjəɴ 0「貧弱である，劣っている」；　jəssəsəɴ 2「小便
臭い」；　joosəɴ 2「弱い」；　jukusəɴ 2「欲深い」；　kəbusjəɴ 0「香ばしい」；　kəcjəẽəẽsəɴ 0
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「邪魔になっているさま」；　kəisəɴ 2「美しい，清潔である」；　kənəsəɴ 0「（恋人か近親が）
かわいい」；　kəttəsəɴ 0「密である」；　kəzjusəɴ 0「風が強い」；　kiccəsəɴ 0「厳しい」；　
kiihəisəɴ 0「気が速い」；　kinəsəɴ 2「憎たらしい，貧しい」；　kjũũsəɴ 0「煙たい」；　
kooresəɴ 2「かわいい（赤ちゃんだけ）」；　koosəɴ 2「硬い」；　koosəɴ 2「痒い，くすぐっ
たい」；　kubəsəɴ 2「仲が悪い」；　kucisəɴ 0「苦しい，つらい」；　kuusəɴ 0「小さい」；　
kuusəɴ 0「貧しい」；　məisjəɴ 2「眩しい」；　mərusəɴ 0「短い，低い；丸い」；　misjəɴ 2 
「良い」；　mizirəsjəɴ 2「珍しい」；　muciməsəɴ 2「仲がいい」；　nəbusəɴ 0「すべすべ
している」；　ɴgəẽəẽsjəɴ 2「やかましい」；　ɴgəsəɴ 2「苦い」；　nəkkəsəɴ 2「懐かしい」；　
nippəsəɴ 2「憎 ら し い」；　nitəsəɴ 2「残 念 で あ る」；　nudubjuusəɴ 2「え ぐ い」；　
nurusəɴ 2「ぬるい」；　nussəɴ 2「暖かい」；　nuttasəɴ 0「眠たい」；　nuũsəɴ 2「たく
さんある」；　nuusəɴ 0「怖い」；　ɴzoosəɴ 2「（恋人か近親が）かわいい（歌謡語か）」；　
piiresəɴ 2「涼しい」；　piɴgusəɴ 2「寒い」；　pisjəsəɴ 0「平たい」；　səkusəɴ 0「脆い」；　
sənisəɴ 2「嬉しい」；　səɴmiɴzjuusəɴ 2「計算上手である」；　səppusəɴ 0「弾力性のあ
る物が折れそうで折れないさま」；　sidəsəɴ 2「涼しい（歌謡語か）」；　si’ ĩ ĩrisəɴ 2「弾力
性のある物が噛み切れないさま」；　sinəsəɴ 2「幼い」；　siɴdasəɴ 2「かわいい」；　
sjoorəsəɴ 2「塩辛い」；　sjũũhəisəɴ 2「気が速い」；　sjuuzjuusəɴ 2「塩辛い」；　ssəsəɴ 2
「臭い」；　ssjusəɴ 2「広い」；　taasəɴ 2「高い」；　təbəsəɴ 2「仕事に精を出さない，怠
け る さ ま」；　uĩttəsəɴ 2「心 残 り で あ る」；　ujəjumisəɴ 2「恐 れ 多 い（歌 謡 語）」；　
u（k）kəisəɴ 2「醜い，かっこ悪い」；　umussəɴ 2「面白い」；　urẽĩsjəɴ 2「羨ましい」；　
usuməsəɴ 2「ものすごい」；
成句（アルファベット順）
kii-nu 2 zjuu 0「木の芯」；　miidõõ-nu 2 sjubəi 2「薄い茶」；　pəɴ-nu 2 pisə 0「足の裏」；　
siĩci-nu 2 kuɴgãã 60  2「蘇鉄の実」；
　以上の名詞資料の音調型は助詞つきの発音を反映するもので、動詞資料は主に「〜しそ
うだ」の形、形容詞資料の音調型は連体形（例えば əzəisəru jaa「清潔な家」）、「〜てなら









 guməsəɴ 0「小さい」 gumaa
」
guma-i-ru
 taasəɴ 2「高い」 taa
」
ta-i-ru
 pisjəɴ 0「薄い」 pisii
」
pisi-i-ru
 daasjəɴ 0「立派である」 dasii
」
dasi-i-ru
 hukurəsjəɴ 0「めでたい」 hukuu
」
huku-i-ru
 hukoorəsəɴ 0「ありがたい」 hukoraa
」
hukura-i-ru
 nəbusəɴ 0「すべすべしている」 nəbuu
」
nəbu-i-ru
 siɴdasəɴ 2「かわいい」 siɴdaa
」
siɴda-i-ru
 heerəsəɴ 2「様子がおかしい」 heraa
」
hera-i-ru
 hjoorəsəɴ 2「滑稽である」 hjoraa
」
hjora-i-ru
 higosəɴ 2「すごい」 higoo
」
higo-i-ru
 mərusəɴ 0「丸い」 məruu
」
məru-i-ru「大きくて丸い」

































10　同様な音位転換の例として、英語の pedestrian「歩行者」が tebestrian になるという
言い間違いが挙げられる（Fromkin 1973：253）。
11　糸満方言のように、k が口蓋化の順行適用をうけない方言では *zikasi が予想される。
しかし、糸満方言では「虱の卵」は siraɴ-nu kuga という（上原謙氏からの教示（2018
年４月３日））。
12　*w > g の硬音化は北テペワン語（Northern Tepehuan）（Haugen 近刊：17）などに見
られる。沖縄の久高方言では a以外の母音の前の語頭の *w は g に硬音化する。






































方言の祖語で母音間の b が p になったと考えるより、その逆の方が自然な変化（同化）
であると思われる。また、五十嵐（2016b）は琉球祖語形を *peɴda C としているが、
沖縄方言における有声子音の前の *-ɴ- > *-pi- や八重山方言における *-ɴ- > *-bi- という
音変化より、その逆の方が自然ではなかろうか。
28　同様の変化は金武町屋嘉方言の kakasu と金武町金武方言の kasusu（ともに「海栗」















部島国頭 nooziɴ「虹」（松森 2000：67），同 正名 nabiraɴ「糸瓜」（松森 2000：67），旧
笠利町佐仁 eezaɴ「蜻蛉」（狩俣 2003：32），旧笠利町全地点 tïdaɴ/tedaɴ「太陽」（上野 
1996a：158）の例がある。
33　下地賀代子氏による教示（2017年10月）。




















45　同じ一連の変化が「拾う」の例にも見られる ─ 平良，長浜，多良間 pïsuu，池間 ssui（平
山 1983：878-９）。
46　『辞典』では suguruɴ を「竹や棒などで殴る」と定義づけているが、インフォーマン






50　『辞典』では語頭母音は ãã になっているが、əẽəẽ が正しい。
51　『辞典』では a になっているが、ə である。
52　『辞典』には 0（平板型音調）とあるが、起伏型である。
53　『辞典』には 2（起伏型音調）とあるが、平板型である。
54　『辞典』では ə になっているが、a である。




56　この単語は鳩間方言の umukutu B･C（加治工真市先生による教示）， 石垣方言の 
uɴkutu A「思慮・分別」（宮城 2003：179-80），与那国方言の umu[ɡ]utu B「常識。知識」
（池間 1998：62；中澤光平氏からの私信）や宮古諸方言の umukutu「思慮。常識。智恵」
と同系の語形と思われる。
57　『辞典』では語末母音は ãã になっているが、əẽəẽ が正しい。
58　『辞典』では -əə- になっているが、-aa- である。
59　 『辞典』（504頁）では simiruɴ「（手や顔などを）洗う」とあるが、手足は simiruɴ の
替わりに aroɴ ２ を使用すべきであるという。
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